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は し が き

見返国の中でも突出した超高齢社会化が起きている日本において､活力

合を保ち続けるためには高齢者が健康で高いQOLを絶指し､生き生きと生

る社会作りがこれからの普妥錬輿である｡特に鶴如痘は介凌が長期にわた

鹿だけでなく社合としての医療経済において深刻な開麹であり､高齢者の

見送り対策の開発とその予防対策は緊急を鼻する｡

近年､高齢者のロ腔城絶と鶉如痘の関連性が歯科医単の在宅医療の現場

きれるようになり､とくに喧各岨囁絶と高齢者の知的城能変化の相関性が

れている｡ごく最近我々は老化モデルマウスにおいて､老齢期に嗅合嘲牒

陥ると空間鶴知能の減衰と､この空阻鶉知能を司っている淳馬の神経細胞

逢きれることをせ界に鬼駈骨て観音し､日本を含めせ界から多くの関･uを

た｡またこの潅馬の神経加地死の貴国のひとつは喧合祖囁不全が長期に鏡

レスによること-も解明きれつつある｡歯科の鹿毛医療現場からの報舎は､

関連性がヒト高齢者にも起きている可能性を示唆し､今後はヒトでのメカ

解明が必須である｡近年の脳科学及術の発展は､これまで不可能であった

いる脳の高次清神城絶と脳活動を風捜騰がつけシステム的に研究すること

にした｡それが脳の植逸や活動状患をタト部から非侵食的に観客･計測でき

共鳴城能南像(functionalmagnetic resonanceimaging;fMRI)法である

非侵食的.fMⅢ法の導入により､同一故検身の追跡調査が可能となり､噴

刺激による知的地飽の絶持と回復の解析が経時的に行え､青書なヂ㈹タ集

きる｡きらに､我々がせ界に鬼駆けて開発している壁間亀如にリンクした

活動レベルを凋樟とした``3次元映像ナビゲーーター刺激による神経ネット

システム解析法"を通用することで､報知痘の凋樟となりうる亀如レベル

が可能となり､高齢者の鶴如レベルにおける嗅合岨囁刺激の有効性を客観

価できる｡

そこで本研究では､我々がこれまで進めてきた研究成果をべ納スに､fMI

駆使し､高齢者ボランティアの全開鶴知とその塊飽を喪う簿馬の活動レベ
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高齢社会における健康寿命の延長､ひいては鶉如痘予防に貫赦することを最終日

棟とした｡嗅合岨滴刺激は俸にでもいつでもできる手段であることから､本研究

成果は風塵求められている鶴如痘予防対策のひとつとして､大いに社会に貢献で

きると確信している｡


